
 

 

 

 

2007 年度事業計画 

2007 年 4 月 1 日～2008 年 3 月 31 日 

 

I． 事業の部 

 

 

1   

①年間、全国で計 15 回の月例研究会の企画・運営を実施する。 

（北海道2 回、東北2 回、関東2 回、甲信越1 回、東海2 回、関西3 回、四国3 回） 

各研究会について、参加予定人数は30～60 名 

②法務省入国管理局による申請取次者講習会（関東、中部、関西）の他、各種研究会等を実施する。

（入管との情報交換会については昨年参加者実績 140 名程度、上記①と合わせて年間参加者数は

昨年度実績 590 名を上回る600 名程度を予定する。） 

③講演会やパネルディスカッション形式、ファシリテーターを置き、参加者が情報を持ち寄り、それを

もとに議論を行う形式による実施を行う。 

④実務英語講座（メール通信、大学紹介の効果的なプレゼンテーション方法、パワーポイント等）、カ

ウンセリング入門等を企画・実施する。 

⑤ニーズに応じ、同内容の研修会の複数回実施も検討する。 

 

2   

プロフェッショナル育成プログラム（PDP）としての位置づけをより明確で有効なものとし、研修プロ

グラム全体を、「初級」「中級」「上級」の段階的な研修として組み立てる。国際交流担当の人材育

成のための総合的なプログラム作りを目指す。 

( 3 )  

① 「国際教育交流初任者コース（受入れ）Ⅰ」 

2007 年 6 月 28 日（木）～30 日（土）（於・関西外国語大学） 

参加予定人数： 25 名 

② 「国際教育交流初任者コース（送り出し）Ⅰ～英語圏～」、 

2007 年 9 月 21 日（金）～22 日（土）（1 泊 2 日）（於：日米教育委員会（東京）） 

参加予定人数： 20 名 

③ 「国際教育交流初任者コース（受入れ）Ⅱ（▪♪Ᵽ▬☺fi◓ה◌►fi☿ꜞfi◓ 」、 

2007 年 12 月（2 泊 3 日）1～2 週（仙台） 

参加予定人数： 20 名 

④ 「国際教育交流初任者コース（送り出し）Ⅱ～中国中心～」、 

2008 年 1 月（2 泊 3 日）関西中部地区 

参加予定人数： 20 名 

 



 

 

 

 

( 2 )  

「国際教育セミナー（中上級コース）」  

2007 年 11 月 15 日（木）～17 日（土）（予定）上旬（2 泊 3 日）九州地区 

参加予定人数：20 名 

  

2007 年 8 月下旬（2 泊 3 日）関東地区 

参加予定人数：30 名 

   

2007 年 10 月 9 日（火）～11 日（木）（1 泊 2 日） 

（於・（独）国立オリンピック記念青少年総合センター） 

        参加予定人数：130 名 

 

3  

   JAFSA 通常総会において、講演会を開催する。 

      日 時：2007 年 6 月 19 日（火） １６：00～16：30 

      場 所：早稲田大学大隈会館 

      講演者：白井 克彦 JAFSA 会長 （早稲田大学総長） 

      テーマ：早稲田大学のグローバル化戦略と留学生交流 

 

4 JAFSA 2007   

 日 時：2007 年 8 月 7 日（火）～9 日（木） 2 泊 3 日 

      場 所：関西学院大学 西宮上ケ原キャンパス 

      参加者：150 名（予定） 

 

 

1   

(NAFSA, KAFSA, CAFSA, EAIE⌂≥)≤─ ╩ ╘⁸ ⌐⅔↑╢ JAFSA─

≠↑╩ ⇔≡™ↄ⁹ 

 

米国ミネアポリスで実施されるNAFSA① ה 年次総会(2007 年 5 月下旬)において、JAFSA セッションを

実施し、発表者 3 名（岩手大学准教授尾中夏美他 2 名を派遣する。JAFSA・JASSO・JAPAN Sig・レセ

プションを実施する。立命館アジア太平洋大学、文教大学、名古屋外国語大学、関西学院大学には

特別にスポンサーになっていただく。（実施済） 



 

 

 

 

          

                      Exhibition Hall における日本ブース  

           

        JAFSA Session にて （2007 年 5 月 30 日 Conference Center、参加者60 名以上 

    

②アジアでは従来どおり中国(CAFSA)、韓国(KAFSA)・(KAIE)、欧米では米国（NAFSA）、ヨーロッパ

（EAIE）等の同種団体との連携・交流を促進すると共に、アジアのネットワーク形成を目指す。APPLE、

オーストラリア、および米国（AIEA）なども視野に入れ、交流を促進する。 

③KAIE 年次総会への参加（2007 年 10 月下旬）を予定する。指定されたテーマにおいて発表（2 名）

昨年と同様、一般参加者2 名も募る 

④トロンハイム（ノルウェー）にて実施されるEAIE 年次総会への参加（2007 年 9 月 12 日～15 日） 

一般参加者 2 名を募る。 

⑤KAFSA 年次総会への参加（11 月上旬）JAFSA 代表 1 名派遣。 

⑥APAIE 年次大会への参加（2008 年 3 月）。 

 

  (2  

ᵑNAFSA  

NAFSA≢─ ╩ ∆╢⁹ 2007 8  

   ᵒ∕─ ⅛╠─ ╩ ∆╢⁹ 

 

3  

関係省庁等との連携を強化し、また、留学生奨学団体連絡協議会（JISSA）との連携の強化・交流を

促進する。 ⁸ ≤─ ╩☼כꜞ◦ ∆╢⁹ 

Ⱪꜞ♥▫♇◦ꜙ◌►fi◦ꜟ ה ♄♫◌ה  ה



 

 

 

 

▪ꜞꜝ♩☻כ○ ♪fiꜝכ☺כꜙ♬ה ה ה ה ה

 

  

 (4)   

≢ ⌂ ╩ √∆ √∟≤─ ☼כꜞ◦╩ ∆╢⁹ 4 ⁹ 

 ⅛╠◕☻♩╩ ╪≢⅝≡⁸ ╩ ↄ⁹ MAX30  

 ╩ ╘≡⁸ ⅛╠ ╩ ⇔≡╙╠℮⁹  MAX10  

 

 

1  

留学生および国際教育交流に関する調査・研究に総額200 万円を上限として助成してきた。2007

年実施分についてはすでに開始している。また、理事会を通して委託すべき調査研究テーマが提

案された場合は、検討の上、研究委託も実施する。ただし、通常の200 万円助成プログラムについ

ては、現在まで実施されてきた内容の総括、評価、メンバーへの共有の年と位置づけること、40 周年

記念事業の準備年でもあることから人材・資財の総力を準備事業に傾けることとし、2008 年実施分

の 2007 年公募は停止とする。ただし、アンケート等調査が必要なことに鑑み、20 万円の予算を計上

する。  

(2)  

─ⱪ꜡☺▼◒♩╙ ⌐⇔√ ⱪ꜡☺▼◒♩ ─ ╩ 8 ⌐ ∆╢⁹ 

 

3  

情報交換等を活発にし、部会による活動を推進するために、メーリングリストを設けていたが、事実

上停止状態である。したがって、今年度はホームページの改訂とともに、WEB を活用する形に変更

する。現在、承認されている部会は以下のとおり。 

海外留学部会・奨学金部会・地域交流部会・日本語教育部会・入学選考・リクルート部会 

入国在留部会・ハウジング部会・フォローアップ部会・留学生アドバイジング部会 

 

4 SIG=Special Interest Group  

SIG の活動を推進する。現在、承認されているSIG は以下のとおりである。各SIG に対し、年間5 万

円を上限とする補助を行う。また、SIG 活動の報告会を1 年に一度定例化する。 

①CREATES(China Related Advanced Training For Educators:中国学習班) 

中国との教育交流について専門的に取り上げて活動する。 

②多文化間メンタルヘルス研究会 

関連学会などとも連携を取りながら、外国人留学生・海外派遣学生のメンタルヘルスなどにつ

いても採り上げる。 

       ③アジア留学フォーラム 

          欧米留学経験者に比べ、中国・韓国を中心に増加する日本人留学生の情報が少ない。タイム

リーな情報提供、共有を図ることを目的とする。 

 



 

 

 

 

5  

国際教育交流に関する提言のための基本調査および案の検討を行う。 

 

 

 

1   

① NEWSLETTER を発行する。年 3 回。  2007 7 ⁸11 ⁸2008 3  

②JAFSA ブックレットの作成の支援にあたる。（必要がある場合を想定する） 

ᵓ₈ ╣─ ⅝₉─  

ᵔ₈ ╣─ ⅝₉─ ⅜ ⌂ↄ⌂∫≡⅝√─╩ ⌐⁸ ─ ⌐  

∆╢⁹ │ ─ ⱪ꜡☺▼◒♩♅כⱶ⅜ ℮ 

 

2   

①JAFSA パンフレット・リーフレット等の改定を行う。 

②40 周年に向けたファンドレイジングを含めた活動を行う。入会希望者への資料の充実を図る。 

③ ┼─ⱷꜞ♇♩╩ ∟ ∆⁹ⱱכⱶⱭכ☺⌂≥≢─⅔ ╠∑─ ─ ⁸↕╕↨╕⌂▬

ⱬfi♩≢─ ≢─ ⁸ Ⱪכ☻─ ⁸40 ┼─ ⌐╟╢◒꜠☺♇♩⌂≥⁹ 

④ホームページの大幅な改定を行い、リアルタイムに情報を提供するシステムを構築する。 

 

 

(1) ≤─ ⌐╟╢ⱷכꜞfi◓ꜞ☻♩─  

ⱱכⱶⱭכ☺╩ ⌐ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ⱷכꜞfi◓ꜞ☻♩─ ╩ ╡⁸ ─ ™⌐

∂√ ╩ ∆╢⁹ 

 

(2) ⱱכⱶⱭכ☺─  

   2008 ⅜ 40 ≢№╢↓≤⌐ ╖⁸ ⌐ JAFSA─ ╩ ↄ ▬fi♃כⱠ♇       

♩ ≢▪Ⱨ⁸⇔ꜟכ№╦∑≡ ╩ ⇔√ⱱכⱶⱭכ☺┼≤ ∆╢ ⅜№╢⁹

≤ ╩ꜟ▪כꜙ♬ꜞ⁸≡⇔ ℮⁹ 

ᵑ 2007 ╩ ⌐⁸♩♇ⱪⱭכ☺⌐≈™≡│ ↑─ ╩ ≤⇔√╙─⌐ ⇔⁸

↑Ɑכ☺⌐≈™≡│∕─♩♇ⱪⱭכ☺⅛╠ꜞfi⇔≡ ∆╢╟℮⌐ ∆╢⁹ 

ᵒ ⱱכⱶⱭכ☺│ ⌐╟╡ ∆╢⁹↓╣╕≢⌐ ↕╣√◖fi♥fi♠( )│ ∆╢⁹ 

ᵓ ⅔╟┘ ╩ ∆╢⁹ 

ᵔ ⅝⁸ ◘ⱳכ♩─√╘─Ɑכ☺╩ ↕∑╢⁹ ╛ ─ ╩ ╗  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

6. 40     

2008 ⌐ 40 ╩ ⅎ╢⌐№√╡⁸↓─ ╩₈40 ₉≤⇔⁸ ╕≢─ ╡ ╡≤

⌐ ┼─ ╩ →╢ⱴ▬ꜟ☻♩כfi≤ ≠↑╢⁹ ─ ─ ⅜⅛⅛∫≡™╢≤

╙ ⅎ⁸↓─ ╩ ∆≤⁸JAFSA─╖⌂╠∏ ─ ≢№╢⁹ⱪ꜠♀fi☻╩ ╘⁸⌂⅔⅛≈

⌂ⱪꜝfi╩ ∟ ⇔⁸40 ⅜ ╦∫√ ╙ ⌐ ⇔≡™ↄ⁹ 

JAFSA⌐≤∫≡│ ╙ ∆╢⁹ ╛ ⌐≤≥╕╠∏⁸ ╛

⌐╙ ─ ╩ ⅎ≡™ↄ♅ꜗfi☻≢№╢⁹⇔√⅜∫≡⁸ ⌐⌂∫≡╙╠℮╟℮

─ ╩ ⇔⁸▬ⱬfi♩ ⌐⅔™≡╙ ╛ ╩ ╢⁹ 

 

▬ⱬfi♩ 

(1) APAIE ⌐⅔↑╢ JAFSA ⱨ◊כꜝⱶ≤ ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi  

2008 3 26 28  

APAIE ≤⇔≡│ 3 ≤⌂╢⅜⁸ ⅜ⱱ☻♩⌐⌂╢↓≤╙ ⅜ ⌐⌂╢↓≤╙

⇔⁸JAFSA≤⇔≡╙ ─ ↕≤™℮ ╩ ⇔≡ ╩ ⇔√™⁹ 

ⱨ◊כꜝⱶ│ 2007 6 ₁⌐ⱪ꜡ⱳכ◙ꜟ╩ ⇔⁸7 23 APAIE─ ╕≢⌐

⌐ ╦∑╢⁹╕√⁸ ⌐╙ 2 3─ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi╩ⱪ꜡ⱳ⁹╢∆☼כ 

 

(2) NAFSA⌐⅔↑╢ⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi⁸Ⱪכ☻ ⁸꜠☿ⱪ◦ꜛfi ♅כⱶ≤⇔≡

℮  

2008 5 ꞉◦fi♩fi DC 2007 │  

NAFSA│ 2008 ⌐ 60 ⌐№√╡⁸ ₁ ⌂▬ⱬfi♩ ╩ ℮≤ ↕╣╢⁹2007

ⱵⱠ▪ⱳꜞ☻≢─ 7000 ─ ⁸ 15000 ─ ╩ ╪≢™╢⁹ 

☻Ɑ▬fi⁸▬♃ꜞ▪⁸ ⁸◌♫♄⌂≥ │ ─≡⇔≥ⱶ₉כ♅₈─≡→№╩ ╩

⌐ ⇔≡⅔╡⁸ ─ⱪ꜠♀fi☻─ ↕≤│ ╩ ⇔≡™╢⁹2008 ─ ⌐№√∫≡│⁸

JAFSA⅜ ⌐ ╩ ┘⅛↑⁸ ≡⇔≥ⱶכ♅ ╡╕≤╘√™⁹ 

─ APU⁸ה ⁸ ⁸ ⁸ ⁸

⁸ ≤╙ ≤⌂∫≡⁸₈ ≡⇔≥ⱶ₉כ♅ ∆╢⁹ 

╕√⁸ ⅛╠─ ╙ ╡ ↑⁸ ⅝⌂♦▫☻ⱪ꜠כ╩ ⱷ⁸╠⅛כ◌כ ⅛╠─

╩ ⌐ ┬√╘─ ⌂≥₈○ⱨ▫◦ꜗꜟ☻ⱳfi◘₉כ╩ ╢↓≤≤∆╢⁹ 

─ ⌂≥╙ ⅝ ╖⁸≢⅝╣┌ ─ ╩ ⅎ╢₈Japan Night for 

International Education ₉╩ ℮⌂≥─ ╙⇔√™⁹ 

 (3) ☻Ɑ◦ꜗꜟ◘ⱴכ☿Ⱶ♫כ─ 2008 8 ─√╘─  

─◘ⱴכ☿Ⱶ♫כ≤│ ∫√ ≢⁸ ≢ ⅛╡⌐ ℮⁹2007 │ ⌐

≡ 150 ╩ ⇔≡™╢⅜⁸2008 │ ≢300 ╩ ∆╢☿Ⱶ♫⁹2007™√⇔≥כ

6 ⅜ ╦∫√ ⌐⁸ ↄ⅛╠ ─ ≤ │ ≢№╢⁹ 

(4) 40 ꜠☿ⱪ◦ꜛfi─ 2008 8 ─√╘─  

☿Ⱶ♫כ⌐ ╦∑√ ≢⁸ ─ⱱ♥ꜟ ≢꜠☿ⱪ◦ꜛfi╩ ℮⁹↓╣│ JAFSA─ⱷfi

Ᵽכ ≢ 40 ╩ ℮ ╙ №╢⅜⁸╙℮ ≈─ ≤⇔≡⁸ⱨ□fi♪꜠▬☼─√╘─



 

 

 

 

Ɽכ♥▫≤™℮ ≠↑╙ ≈⁹⇔√⅜∫≡⁸ JAFSA ─ ⌂ ≤⌂╢∞╤℮ ⁸

⁸ ⁸№╢™│ ─◕☻♩╙⁸≢⅝╣┌ ⇔≡ ℮⁹ 

(5) ⱴ☻◖Ⱶ─  

▬ⱬfi♩⌐≈™≡⁸ⱴ☻◖Ⱶ ♥꜠ⱦ ⁸ ⁸ ╩ ⇔≡⁸ ╩ ה╗

⌐⇔≡╙╠℮⌂≥ ╩ ╠∆⁹ 

 

 

(1) 40 ╩ ⌐⇔√ +꞉כ◐fi◓◓ꜟכⱪ 

40 │ 15⅛ ⌐╦√╢ ≢№╡⁸2007 6 ⅛╠─ ╙ ╣╢≤⁸22

⅛ ⌐ ╢⁹ ≤⇔≡─ ╩ ⌡╢≈╙╡│⌂™⅜⁸ ╩ ╗ ∞↑≢↓─

╩ ⇔ →╢↓≤│≢⅝⌂™⁹⇔√⅜∫≡⁸40 ╩ ∟ →⁸ ↄ─ⱷfi

Ᵽ₈⌐כ ↔≤₉⌐ ╩╙∫≡╙╠℮ ⌐⇔√™⁹∕↓⌐꞉כ◐fi◓◓ꜟכⱪ╩ ⇔⁸

╙ ╘╢≤™℮ ╩ ⇔√™⁹ 

(2) ─ ─  

₁─ ⅜ ─ ∞↑≢⌂ↄ⁸ ─ ╙ ⇔⁸╕√ ⇔≡™↑╢◖ꜝⱲ꜠כ◦ꜛ

fi ≤⇔≡™ↄ⁹╕√ ╙ ≢│⌂ↄ⁸ ⌐ ≢⅝╢ ╩ ∆╢⁹ 

 

II.  

 

1.  

(1)  

日 時： 2007 年 6 月 19 日(月) 場所：早稲田大学大隈会館 

(2)  

理事会・理事懇談会を年2 回（2007 年 6 月 12 日（火）にすでに第1 回開催）実施する。 

常務理事会を年3～4 回程度開催する。メールによる協議・意思決定は随時実施する。 

拡大理事合宿を年1～2 回開催する。 

(3)  

委員会毎に、年間1～2 回開催予定。 

     現在の委員会は以下のとおり。（2007 年 4 月 1 日現在） 

（1）組織委員会 （2）企画委員会 （3）研修委員会 （4）出版・広報委員会 （5）渉外委員会  

（6）会則改正委員会 (7)選挙管理委員会 

※「サマーセミナー」実行委員会については、特別委員会として別途募集する。 

(4) 事務局体制の強化 

  事務局体制の強化を図り、より一層事業実施の効率化、広報・アウトリーチ活動の促進を図る。 

  事務局常勤現在 2 名を3 名にし、パートタイム職員を適宜雇用する。 
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JAFSA * =   

会  長  

白井 克彦  （早稲田大学総長）* 

副会長   

横田 雅弘  （一橋大学留学生センター教授）組織委員会担当 

常務理事   （4 名） 

加藤 好郎  (慶應義塾大学国際センター事務長)企画委員会担当 

高橋 史郎  （早稲田大学留学センター事務長）出版・広報委員会担当 

服部 誠    （中部大学客員教授）研修委員会担当 

ジョージ・R・ハラダ（広島経済大学教授兼国際交流室長）渉外委員会担当 

理  事   

大橋 敏子  （京都大学工学研究科留学生掛長） 

岡村 光浩  （神戸芸術工科大学デザイン教育研究センター准教授〉 

尾中 夏美  (岩手大学国際交流センター准教授) 

カセム モンテ  (立命館アジア太平洋大学学長)* 

小嶋 勝衛  (日本大学総長)* 

近藤 祐一  (立命館アジア太平洋大学教授) 

デビッド・H・サターホワイト  （日米教育委員会事務局長）* 

白土 悟    （九州大学留学生センター准教授） 

中島 美樹子 (東北大学大学院工学研究科国際交流室准教授) 

平松 一夫   (関西学院大学学長)* 

堀江 未来   (名古屋大学留学生センター准教授) 

監  事   

芦沢 真五  （慶應義塾ニューヨーク学院事務長） 

角田 英一  （（財）アジア21 世紀奨学財団常務理事） 

事務局長 

  高田 幸詩朗 

  

JAFSA  

高田 幸詩朗（事務局長、常勤） 

小林 京子（常勤スタッフ、プログラム・アドミニストレーター） 

高津 美和（パートタイムスタッフ、7 月中旬退職予定） 

山本 大丙（パートタイムスタッフ） 

 

JAFSA   

 6  



 

 

 

 

浅野祥司（日本大学学務部国際課） 

太田 浩（一橋大学商学研究科） 

白石勝己（（財）アジア学生文化協会留学生相談室） 

高田幸詩朗（JAFSA 事務局長） 

武田里子（夢っくす（うおぬま国際交流協会）） 

堀江 学（日本学生支援機構関西支部） 

＜担当常務理事＞横田雅弘（一橋大学留学生センター） 

 

 24  

筆内美砂＜委員長＞（名古屋大学留学生センター） 

江口俊之（早稲田大学留学センター） 

海老原玉奈 

尾中夏美（岩手大学国際交流センター） 

加藤統久（四天王寺国際仏教大学国際交流センター） 

佐藤友則（信州大学国際交流センター） 

関 道子（北海道大学留学生センター） 

高木ひとみ（名古屋大学 留学生センター） 

谷口勝浩（大阪国際大学国際交流センター） 

中島美樹子（東北大学大学院工学研究科国際交流室） 

中本進一（埼玉大学留学生センター） 

比奈地康晴（埼玉大学学務部全学教育課） 

平井達也（九種産業大学国際文化学部） 

カリン・ヒレン（政策研究大学院大学 International Student Advisor）  

堀江未来（名古屋大学留学生センター） 

松浦まち子（名古屋大学留学生センター） 

松尾 隆（成蹊大学企画運営部入試課） 

松崎正隆（早稲田大学大学院社会科学研究科・社会学部） 

油原ゆう子（千葉大学企画総務部国際課長）  

米澤由香子 

ロン・リム（香川大学 留学生センター） 

渡部留美（大阪大学大学院工学研究科留学生相談室）   

  

 

 16  

服部 誠＜委員長＞＜担当常務理事＞（一橋大学） 

阿部 仁（一橋大学商学研究科） 

大橋敏子（京都大学工学研究科） 

加藤智佳子（早稲田大学留学センター） 



 

 

 

 

近藤祐一（立命館アジア太平洋大学） 

笹田千鶴（日米教育委員会留学相談サービス） 

塩川雅美 

富田勇一（横浜市立大学国際交流センター） 

中くみ子（関西外国語大学国際交流部） 

中島美樹子（東北大学大学院工学研究科国際交流室） 

秦佳朗（中国留学研究所） 

水谷雅哉（早稲田大学留学センター） 

森谷祐一（東北大学大学院工学研究科国際交流室） 

八木章公（亜細亜大学国際交流課） 

山口佳子（広島経済大学国際交流室） 

渡邉美由紀 

 

 15  

工藤和宏＜委員長＞（獨協大学外国語学部） 

青木久美子（独立行政法人メディア開発センター） 

飯島有美子（関西国際大学経営学部） 

今関 進（専修大学入学センター入学課） 

太田 浩（一橋大学商学研究科） 

切通しのぶ（熊本学園大学国際交流センター） 

栗林健太（日本大学本部研究総合事務室事務課） 

坂本友香（関西外国語大学国際交流部） 

佐藤達（武蔵大学国際センター） 

柴田幹夫（新潟大学国際センター） 

円谷 恵（国際基督教大学教務部） 

長竹善伸（大学評価・学位授与機構） 

西川修治（亜細亜大学国際交流課） 

マリーゴールド・ホームズ（日米教育委員会） 

横尾佐世（東京大学経済学部） 

＜担当常務理事＞ジョージ R. ハラダ（広島経済大学国際交流室） 

 

 9  

西ヶ谷洋司＜委員長＞（日本大学国際関係学部学生課） 

井村倫子（  

岡村光浩（神戸芸術工科大学国際交流室） 

北尾秀次（法政大学国際交流センター） 

五所恵実子（東京大学理学系研究科理学部国際交流室） 

塩川雅美 



 

 

 

 

安永修章（早稲田大学留学センター） 

横尾佐世（東京大学大学院経済学研究科） 

渡部留美（大阪大学工学研究科留学生相談室） 

＜担当常務理事＞高橋史郎（早稲田大学） 

 

 6  

芦沢真五（慶応アカデミーオブニューヨーク） 

白土 悟（九州大学留学生センター） 

高田幸詩朗（JAFSA 事務局） 

角田英一（（財）アジア21 世紀奨学財団） 

堀江 学（日本学生支援機構近畿支部） 

横田雅弘（一橋大学留学生センター） 
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